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研究の背景及び目的

放射性年代法の適応が困難な堆積性熱水鉱床を中心に、古地磁気・岩石磁気
の手法を用いて、鉱床の形成年代の推定や成因・効果流体の挙動、鉱物の同
定について研究しています。岩石磁気の手法を応用し、鉱山活動に伴う鉱山
残渣や自動車等に起因する大気浮遊物質の時空間分布調査を、現場での迅速
に調査する手法を開発しています。このような手法は、環境調査だけでなく
、文化財の保護などへの応用が考えられ、工学・考古学への発展が期待でき
ます。

期待される効果・応用分野

研究のキーワードは，「磁気」です．地球は太古より磁場（地磁気）に覆われており，人類を含
む生命の活動や進化にも大きな影響を与えてきました．また，地磁気は地球の中心部の核で生成
・維持されており，地球内部活動を知る重要な手がかりとなります．過去の地磁気の様子は，化
石のように岩石や堆積物中に記録されて残っており，それを利用することで，過去から現在に発
生した様々なイベントの解明に繋がります．また，過去の地磁気を記録する磁性鉱物は，人間活
動によっても形成されるため，公害問題への応用も可能とします．

■ 共同研究・特許など
熱水鉱床を対象とした古地磁気・岩石磁気研究は，鉱床の形成年代や形成環境の推定につながり
ます．これらは鉱床の成因論において必要不可欠な情報であり，新規の鉱床の発見に繋がります
．また，磁気による公害問題への応用では，現場での非破壊で迅速かつ安価な測定を可能として
おり，磁気特性による重金属汚染の時空間分布の推定が期待できます．
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